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治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家

賠
償
要
求
同
盟
（
以
下
国
賠
同

盟
）
岐
阜
県
本
部
第
三
四
回
総

会
が
七
月
一
○
日
岐
阜
県
教

育
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
三
密
を

避
け
少
人
数
‐
短
時
間
の
会
議

に
な
り
ま
し
た
が
活
溌
な
意
見

に
内
容
の
あ
る
会
議
で
成
功
し

ま
し
迄

活
動
報
告
。
方
針
で
は
、
署
名

は
コ
ッ
コ
ッ
と
地
動
に
取
り
組
む

こ
と
、
中
濃
支
部
郡
上
八
幡
の

和
田
昌
三
さ
ん
の
報
告
に
あ
っ

た
二
月
に
三
筆
・
一
年
三
六

筆
」
。
誰
で
も
出
来
る
活
動
が
大

切
で
、
全
会
員
が
や
れ
ば
目
標

達
成
出
来
ラ
ａ １

１
０
■
ｄ
Ｊ
ｌ
ｄ
ｄ
９
▲
号
卜
■
８
０
Ｔ
ｐ
Ｉ
。
■
０
■
０
●
・
ｄ
Ｆ
ｐ
■
■
β
９
９
８
。

’
型
Ｂ
１
８
８
１
４

８

〃

卜

９

０

－
１
‐
ｌ
ｉ
利
制
濁
み
運
謝
識
麹
本
ｉ
－
‐
！
！
！
‐
１
１
‐

｜
ふ
た
た
び
戦
争
と
暗
黒
政
治
を
許
さ
な
い
た
め
に

一
、
治
安
維
持
法
体
制
の
復
活
に
反
対
す
る

二
、
国
は
、
戦
前
の
治
安
維
持
法
が
、
人
道
に
反
す
る
悪
法
で
あ
る
事
一

を
認
め
る
こ
と

三
、
国
は
、
治
安
維
持
法
の
犠
牲
者
に
、
謝
罪
と
賠
償
を
お
こ
な
う
事
一

ｉ
１
Ｉ
ｉ
‐
１
１
伸
閤
碧
窺
ｕ
で
壗
鼎
案
の
会
の
仲
間
環
へ
会
砒

訴
え
二
人
入
っ
て
も
ら
い
「
国
賠
同
盟
」
の
機
関
誌

「
治
安
維
持
法
と
現
代
」
を
中
心
に
学
習
し
て
い
る
。

若
い
人
向
け
の
チ
ラ
シ
を
全
国
的
に
出
せ
な
い
か
。

共
産
党
志
位
委
員
長
の
青
年
向
け
の
講
演
を
パ
ン

フ
に
し
活
用
出
来
な
い
か
。

地
方
議
会
へ
の
意
見
書
採
択
の
請
願
の
大
切
さ

を
学
び
、
具
体
化
の
取
り
組
み
を
広
げ
る
活
動
の

報
告
が
ほ
し
い
。
な
ど
、
積
極
的
な
意
見
が
出
さ
れ

方
針
が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

決
算
報
告
で
は
事
実
誤
認
が
指
摘
さ
れ
、
常
任

理
事
会
で
調
査
検
討
し
再
報
告
す
る
よ
う
対
応

と
処
置
が
図
ら
れ
ま
し
た
》

会
長
の
結
語
に
続
い
て
役
員
選
出
に
移
り
、
新
し

い
体
制
が
確
立
し
ま
し
迄

b

＝
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１
、
鐘
じ
め
に
（
情
勢
と
任
務
）

安
倍
政
権
を
継
い
だ
菅
政
権
は
「
戦
後
レ
ジ
ー
ム
か
ら

の
脱
却
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
戦
前
レ
ジ
ー
ム
の
回
帰
を
忠

実
に
実
行
し
て
い
ま
す
、

国
民
の
健
康
と
安
全
よ
り
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
利
権
を
優
先

す
る
日
本
学
術
会
議
会
員
任
命
拒
否
問
題
は
、
戦

●DB■●CQ●UQQQ●■p■●●■｡■●●■●●

蒲
先
生
や
加
藤
先
生
は
、
学
校
で
勉
強
を
教
え
る
だ

け
で
な
く
、
時
に
は
家
庭
の
中
に
入
っ
て
い
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
家
庭
の
事
情
に
真
正
面
か
ら
ぶ
つ
か
り
、
先
生

と
生
徒
の
関
係
を
乗
り
越
え
、
人
間
と
し
て
の
絆
を
深

め
て
い
く
こ
そ
の
過
程
で
親
の
心
も
開
い
て
ｃ
し
か
し
残

念
な
が
ら
、
女
生
徒
の
父
親
は
死
ん
で
し
ま
う
ｃ
こ
の

父
親
の
死
は
、
川
に
浮
い
た
下
駄
で
表
わ
し
て
い
た
。
父

親
に
死
な
れ
た
女
生
徒
は
、
今
ま
で
の
張
り
詰
め
た
気

持
ち
を
加
藤
先
生
に
思
い
き
り
ぶ
つ
け
る
ｃ
そ
れ
を
や

さ
し
く
受
け
止
め
る
加
藤
先
生

今
の
日
本
が
抱
え
る
、
民
族
差
別
、
貧
困
な
ど
の
問

題
を
取
り
上
げ
て
感
動
。
映
画
の
最
後
に
流
れ
た
歌

も
良
か
っ
た
。
し
か
も
、
こ
ん
な
熱
血
先
生
が
実
在
し
た

こ
と
は
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
も
岐
阜
県
出
身
の
先
生
。
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
は

本
当
に
残
念
で
す
が
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
先
生
が
現
れ

る
こ
と
を
望
み
ま
す
、（

民
主
と
き
第
６
９
５
号
よ
り
）

め
ざ
す
活
動
の
総
括
と
到
達
点

①
国
賠
署
名
、
会
員
の
動
向

②
地
方
議
会
へ
の
陳
情
・
請
願
活
動

③
「
伊
藤
千
代
子
の
生
涯
」
映
画
作
成
岐
阜
県

実
行
委
員
会
の
取
り
組
み

④
女
性
部
の
活
動

⑤
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

⑥
同
盟
の
理
論
誌
「
治
安
維
持
法
と
現
代
」
普

及
と
学
習
運
動

ｃ
８
．
１
５
ビ
ラ
配
布

⑧
年
末
名
刺
広
告
の
取
り
組
み

３
、
『
ふ
た
た
び
職
争
と
暗
黒
政
治
竃
許
さ

毛
く
じ

７
、
は
じ
め
に
（
情
勢
と
任
務
）

２
、
国
賠
署
名
、
全
国
二
万
八
の
会
員
拡
大

１
．
１

１
１
↓
新
聞
の
発
行
と
演
歌
の
源
流
を
辿
る

と
自
由
民
権
の
思
想
を
広
げ
よ
う
と

歌
治
奮
闘
し
た
民
権
思
想
家
と
深
い
関
わ

礪
醍
琿
巷
嶬
鱗
識
党
廻
創

自
由
民
権
運
動
は
、
明
治
十
四
年

一
聞
堀
立
を
も
っ
て
画
期
的
に
発
展
し
ま
し
た
。

一
新
部
溌
篭
淫
謂
繊
饒
懲

一
雛
》
鑪
擢
篭
註
励
仲
間
と
共
に

「
国
会
開
設
」
「
人
民
主
権
」
の
実
現
を

一
運
同
指
し
て
明
治
専
制
政
府
と
対
決
し

一
権
↓
濃
飛
自
車
党
」
と
し
て
組
織
さ
れ
て

い
ま
す
。
当
時
の
本
県
の
政
情
に
つ
い

一
民
て
関
口
議
官
巡
査
復
命
書
（
明
治

認
燃
然
鯲
灘
織
黙

ｉ
Ｉ
Ｉ
、
峰
犯
上
抗
官
を
も
ぞ
自
ら
得
た
り
と
す

る
も
の
な
り
：
．
そ
の
党
員
中
の
重
立
た
る
者
。
：
五

十
二
人
は
遙
か
に
東
京
自
由
党
に
加
盟
せ
り
」
と
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

結
成
さ
れ
た
自
由
党
は
、
民
権
思
想
を
広
げ
る
た
め

に
新
聞
の
発
行
を
重
視
し
一
自
由
新
聞
」
の
発
行
に
着

手
し
ま
し
た
。

「
自
由
新
聞
」
の
発
行
主
旨
に
は
一
政
党
に
新
聞
無
き

は
、
軍
隊
に
武
器
無
き
と
一
緒
な
り
、
新
聞
を
持
た

前
一
九
三
○
年
代
の
滝
川
事
件
や
美
濃
部
天
皇
機
関

説
事
件
の
再
来
で
、
民
主
主
義
を
否
定
す
る
フ
ァ
シ
ズ
ム

政
治
で
、
新
し
い
戦
前
政
治
で
す
、

平
和
と
民
主
主
義
を
実
現
す
る
に
は
党
派
を
超
え
て

連
帯
し
、
二
度
と
戦
前
の
轍
を
踏
ま
な
い
た
め
、
野
党

と
市
民
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
む
こ
と
で
す
？
そ
し
て
、
戦
前

②
二
三
○
○
筆
の
国
賠
署
名
、
全
県
で
四

七
○
人
の
会
員
を

③
地
方
議
会
へ
の
陳
情
・
請
願
活
動

④
女
性
部
の
活
動

⑤
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

⑥
支
部
強
化
に
つ
い
て

⑦
同
盟
の
理
論
誌
「
治
安
維
持
法
と
現
代
」
普

及
と
学
習
運
動

⑧
八
・
一
五
終
戦
記
念
宣
伝
行
動

⑨
年
末
名
刺
広
告
の
取
り
組
み

４
、
二
Ｏ
一
二
年
度
県
本
部
役
員

な
い
た
釣
に
』
の
闘
い
竃

岐
阜
県
本
部
の
活
動
方
針

①
市
民
と
連
帯
し
た
運
動
の
展
開
を
！

Ｌ

■

凸

７

７

０

■

１

０

■

０

１

△

ｒ

巳

０

’１
１
１

の
治
安
維
持
法
で
弾
圧
さ
れ
た
人
々
を
顕
彰
し
名
誉

回
復
と
賠
償
を
実
現
す
る
こ
と
で
す

そ
の
た
め
に
こ
そ
、
わ
が
同
盟
は
掲
げ
た
三
つ
の
旗
を
高

く
掲
げ
、
そ
の
実
現
の
た
め
黄
色
い
署
名
目
標
達
成
と

国
に
対
す
る
意
見
書
議
決
運
動
を
進
め
る
こ
と
で
す
。

２
．
国
鰭
署
名
、
全
国
二
万
人
の
会
員
一

拡
大
志
紡
ぎ
す
活
動
御
総
括
と
到
一

達
点

コ
ロ
ナ
の
関
係
で
集
会
の
開
催
が
な
く
、
署
名
数
は
一
二
一

○
五
八
筆
と
過
去
最
低
の
水
準
に
な
り
ま
し
た
。

岐
阜
支
部
で
は
、
十
月
二
日
・
四
月
五
日
の
二
回
に

わ
た
り
全
会
員
に
署
名
用
紙
を
送
り
、
全
会
員
の
署
名

活
動
へ
の
参
加
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

郡
上
八
幡
の
和
田
さ
ん
は
一
ヶ
月
一
二
名
を
目
標
に
取
一

①
国
賠
署
名
、
会
員
の
動
向
（
瀧
ぺ
ｌ
ジ
表
）
－
２

り
組
ん
で
い
ま
す
。

②
地
方
議
会
へ
の
陳
情
。
錆
願
活
動

一
意
見
書
」
採
択
活
動
は
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

③
「
伊
蕊
千
代
子
の
生
涯
』
映
画
作
戒
岐
阜
一

県
実
行
委
員
会
の
取
り
組
み

（
１
）
民
医
連
・
国
民
救
援
会
・
岐
商
連
。
新
婦
人
の
会
一

罐
嫉
潔
霊
悪
菫
董
義
一

目
標
を
一
○
口
に
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
一
二
口

到
達
で
き
ま
し
た
。

新
婦
人
の
会
岐
阜
県
本
部
は
、
会
と
し
て
は
参
加
で

き
な
い
が
、
会
長
の
稲
垣
豊
子
さ
ん
が
個
人
と
し
て
参

加
さ
れ
て
い
ま
す
．

ず
し
て
、
ど
う
し
て
反
対
党
を
征
服
し
、
社
会
に
勢
力

を
伸
ば
す
こ
と
が
出
来
る
の
か
」
と
あ
り
ま
す

こ
う
し
て
、
新
聞
を
通
じ
て
「
民
権
思
想
」
の
論
戦
が

張
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
新
聞
は
、
弾
圧
に
よ
っ
て
発
禁
に
つ
ぐ

発
禁
に
よ
っ
て
発
行
で
き
た
の
は
十
年
余
り
で
し
た
。

そ
こ
で
民
権
思
想
家
達
は
、
「
ト
ッ
ト
『
一
節
三
ラ
ッ
パ

節
」
と
い
わ
れ
る
歌
を
作
り
、
当
時
は
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
も

な
い
な
か
、
街
頭
で
「
が
な
る
」
よ
う
に
歌
い
、
歌
詞
を

売
っ
て
歩
き
主
張
を
広
げ
る
た
め
に
奮
闘
し
ま
し
た
。

歌
詞
は
売
り
切
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
ｃ
そ
の
一
つ

を
紹
介
し
ま
す
。

「
大
臣
、
大
将
の
胸
先
に
．
ぴ
か
ぴ
か
す
る
の
は
な
ん

で
す
え
・
金
鶏
勲
章
か
・
違
い
ま
す
。
可
愛
い
兵
士
の
弱

骸
（
し
ゃ
れ
こ
う
べ
）
。
名
誉
名
誉
と
お
だ
て
上
げ
。
砲

（
つ
つ
）
の
餌
食
に
誰
が
し
た
・
も
と
の
悴
に
し
て
返
せ
。

ト
ッ
ト
コ
ト
。
：
」

そ
の
後
、
バ
イ
オ
リ
ン
が
普
及
し
一
熱
海
の
海
岸
散
歩

す
る
．
：
」
と
い
う
よ
う
な
艶
や
か
な
艶
歌
と
な
り
、
現

在
の
演
歌
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ま
の
演
歌
は
「
惚
れ
た

は
れ
た
の
恨
み
節
」
か
多
い
よ
う
で
す
が
新
聞
・
演
歌
の

源
流
を
辿
る
と
自
由
民
権
運
動
に
辿
り
着
く
の
は
興

味
深
い
こ
と
で
す
。
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４
６
口
０
口
０
．
９
１
９
０
日
４
６
９
１
且
６
６
＃
・

熟
１
ん
夢

》
た

赴

蝿芳勤睡蔚曇憲雲
会
が
作
ら
れ
働
く
人
々
の
手
に
よ
っ
て
守
ら
れ
多
く
の

青
年
を
組
織
し
て
い
た

、

０
１

鵲､‘‐ 全鐸 §鐸奄幹

て産 に氏支山

裳孟驚菫
ぞ壬 氏井錠
発に が末助
展は 中三氏
し無 心郎が

速
組
織
活
動
を
始
め
て
い
ゑ

（
一
）
無
産
者
新
聞

戦
前
の
闘
い
の
中
心
的
指
導
者
だ
っ
た

石
川
友
左
衛
門
は
親
か
ら
つ
け
て
も
ら
っ

た
名
、
石
川
友
右
（
う
）
衛
門
は
青
年
民
主

化
運
動
の
中
で
、
右
（
う
）
を
嫌
っ
て
自
ら

の
名
を
石
川
友
左
（
ざ
）
衛
門
と
改
名
し
迄

（
岩
井
未
三
郎
談
）

又
、
中
央
で
「
無
産
者
新
聞
」
が
発
行
さ

れ
る
と
無
産
者
新
聞
恵
那
支
局
を
設
立
、

百
二
十
部
を
取
り
扱
い
（
特
高
月
報
資

料
・
不
屈
岐
阜
県
版
三
七
二
号
よ
り
）
早

お
い
て
は
す
ご
い
活
動
）

（
こ
れ
は
今
日
の
よ
う
に
交
通
機
関
と
運

搬
手
段
が
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
戦
前
に

石
川
友
左
衛
門
は
一
九
二
九
年
の
四
・
一
六
事
件
で

検
挙
・
投
獄
。
一
七
年
間
を
名
古
屋
刑
務
所
に
収
監
、

そ
の
志
（
こ
こ
ろ
ざ
し
）
と
後
を
受
け
継
い
だ
の
は
、
中
津

川
で
は
岩
井
、
恵
那
で
は
鮎
沢
、
明
智
・
山
岡
が
稻
葉
、

岩
村
は
鈴
木
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
廻
り
に
多
く
の
同
志
が

結
集
し
た
。

（
二
）
留
置
場
で
ハ
ン
ス
ト

一
九
三
○
年
（
昭
和
五
年
三
月
七
日
、
恵
那
は
七

日
市
で
賑
わ
っ
て
い
た
。
中
津
か
ら
岩
井
・
鈴
木
・
堀
・
平

島
の
四
人
が
鮎
沢
の
家
に
行
っ
た
ｃ
当
時
恵
那
大
井
郵

便
局
で
働
い
て
い
た
稻
葉
錠
助
・
鈴
木
美
喜
の
七
人
で

会
議
を
し
て
い
た
ｃ
昼
頃
「
警
察
が
家
の
廻
り
を
と
り
ま

い
て
い
る
」
と
近
所
の
人
が
注
意
し
て
く
れ
た
が
、
「
田
舎

で
は
都
会
ほ
ど
の
事
は
な
い
だ
ろ
う
」
と
楽
観
し
て
い
た

が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
警
察
に
顔
を
知
ら
れ
て
い
な
い
稲
葉

と
鈴
木
美
喜
を
裏
口
か
ら
逃
し
、
後
の
者
は
そ
の
ま
ま

会
議
を
続
け
て
い
た
ｃ

そ
れ
が
間
違
い
で
あ
っ
た
ｃ
五
～
六
人
の
警
察
官
に
踏

み
込
ま
れ
そ
の
ま
ま
パ
ス
に
乗
せ
ら
れ
て
中
津
警
察
署

に
つ
れ
て
い
か
れ
た
。
バ
ス
に
乗
っ
て
み
る
と
裏
口
か
ら
逃

が
し
た
は
ず
の
稲
葉
と
鈴
木
美
喜
の
二
人
が
捕
ま
っ
て

い
た
。

当
時
、
恵
那
に
は
警
察
署
は
な
く
、
中
津
署
に
着
い
た

の
は
午
後
二
時
頃
で
あ
っ
た
ｃ
七
人
全
員
で
「
昼
食
前
だ

か
ら
飯
を
食
わ
せ
ろ
」
と
警
部
補
に
交
渉
し
た
彼
は

「
夜
ま
で
辛
抱
し
ろ
」
と
言
っ
て
留
置
場
に
ぶ
ち
込
ん
だ
。

「
警
察
は
わ
れ
わ
れ
を
餓
死
さ
せ
る
つ
も
り
か
」
、
一
わ

れ
わ
れ
に
食
を
与
え
よ
」
と
声
を
は
り
上
げ
叫
び
続
け

た
。
翌
日
に
な
っ
て
も
釈
放
す
る
様
子
は
見
え
な
か
っ
だ
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そ
れ
だ
け
で
な
く
署
長
は
私
た
ち
七
人
を
ど
う
取
り
扱
っ

て
も
い
い
と
い
う
口
ぶ
り
で
あ
っ
た
ｃ

そ
れ
な
ら
私
た
ち
も
抗
議
の
方
法
と
し
て
ズ
ン
ガ
ー
ス

ト
ラ
イ
キ
を
決
行
し
よ
う
」
と
相
談
し
て
、
次
の
日
か
ら

ハ
ン
ガ
ー
ス
ト
ラ
イ
キ
に
入
っ
た

一
月
十
日
の
夕
方
、
署
長
は
七
名
を
留
置
場
か
ら
引

き
出
し
て
「
今
日
の
十
日
市
の
す
む
ま
で
待
っ
て
く
れ
明

日
釈
放
す
る
か
ら
」
と
言
っ
た
の
で
そ
の
日
の
夕
方
の
食

事
は
食
っ
た
。

と
こ
ろ
が
十
一
日
に
な
っ
て
も
釈
放
す
る
気
配
は
な
か
っ

た
ｃ
弱
さ
れ
た
と
知
っ
て
「
も
う
一
度
ハ
ン
ス
ト
を
や
ろ
う

か
」
と
言
っ
た
が
一
も
う
嫌
だ
少
々
長
く
引
っ
ぱ
ら
れ
て

も
ハ
ン
ス
ト
は
嫌
だ
」
と
言
っ
て
弁
当
を
食
い
だ
し
た
。

留
置
場
の
ハ
ン
ス
ト
は
予
想
以
上
に
つ
ら
く
、
食
事
が
唯

一
の
楽
し
み
で
あ
り
そ
れ
を
自
ら
拒
否
す
る
の
は
相
当

の
意
志
が
必
要
だ
っ
た
。

つ
い
に
何
の
取
り
調
べ
も
な
く
十
四
日
間
勾
留
さ
れ
て

一
月
二
十
日
、
や
っ
と
釈
放
さ
れ
迄

結
局
、
何
の
理
由
で
捕
ま
っ
た
か
分
か
ら
ず
じ
ま
い
だ
っ

た
が
稻
葉
錠
助
と
鈴
木
美
喜
の
二
人
は
郵
便
局
を
十

四
日
間
無
断
欠
勤
し
た
た
め
首
に
な
っ
た
．

そ
れ
が
今
回
の
「
特
高
月
報
資
料
・
不
屈
岐
阜
県
版

三
七
二
号
の
一
九
三
○
年
（
昭
和
五
年
）
の
全
協
事
件

で
稲
葉
・
大
野
ひ
さ
検
挙
、
同
じ
く
鈴
木
美
喜
（
大
井

町
）
、
岩
井
末
三
郎
等
七
人
が
十
四
日
間
勾
留
完

治
安
維
持
法
下
の
思
想
弾
圧
の
実
態
が
、
弾
圧
す
る
側

の
資
料
で
明
ら
か
に
な
っ
た
事
の
一
例
で
あ
る
。
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